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◎そのためにどんなことができるかな？ 
・みんなで遊ぶ！  ・外遊び？中遊び？ 

・何年生と遊ぶ？  ・まずは１年生と遊びたいね！ 

◎どんなことをして遊ぶ？ 
・１年生が好きな遊びはなにかな？ ・体の大きさも違うよね。 

・けがとかさせたらどうしよう。  ・しっかり考えて遊びたいね。 

・室内なら雨の心配もないよ。   ・室内で遊んだらどうかな？ 

・１つだと飽きちゃうかも。 ・楽しい遊びをたくさん詰め込みたいね。 

◎どんな遊びを入れようか？ 
・新聞ゲーム、宝探し、じゃんけん大会とか？１年生が好きそうな！ ・分かりやすいやつがいいね。 

・終わったらスタンプ押してあげるといいかも。 ・どこでやる？教室？  

・付き添いとか、必要じゃないかな？ 

◎ゲームの担当に分かれて計画を立てよう！ 

 

 

  

◎やってみてどうだった？【全体の動き→グループの動き】 

全体の流れを通して、うまくいったことや上手くいかなかったことを挙げる。 

・楽しくできた！  ・うまくできなかった！・１年生はこんなだった、あんなだった。 

☆６年生と１年生の関わりは？ 積極的にできた？ 

・次はこうしたい。   ・もっとたのしくできる方法を考えた。 

・もう１回やりたい。   

【本時】◎改善点をもとに遊びの計画を立てよう！ 
前回挙がった意見から話を展開していく。 

・ぼくたちのグループはこういうところが、よかった。 悪かった。 ・次回はもっとこうすればよくなると思う。 

・このやりかたはすごくよかったからぼくたちのグループも参考にしたい。 

・次はもっとこうしたいな。 

・グループごとに計画をたてて、みんなで確認をしたいね。  

・遊びと遊びの間をどうするか考えたいね。 

・もっと分かりやすい言い方や遊びで計画をたてようよ。   

◎グループごとに準備をしよう！ 
・もっとこうした方がよかった。            

◎遊びの振り返りをしよう！ 
・反省を生かして遊ぶことができた。 ・１年生の名前を覚えて、楽しく遊ぶことができた。 

・夏休みが終わっても遊びたいね。 ・１年生ともっと遊びたい。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

学びに向かう力・人間性等 

・１年生に関心をもち、相手意識をもって活動に

取り組んだり、自分の考えを言ったりすること

ができる。 

 

 

知識・技能   

・自分で必要な情報を収集したり、取捨選択をし

たりし、まとめていくことができる。 

 

 

思考・判断・表現 

・自分の考えを他者に伝えたり、他者からの意見

を自分の考えと比較したりしながら、次の課題

を考えていくことができる。 

 

 

☆グループ活動、振り返り、実際の活動の様子な

どから総合的に評価をしていく。 

 

 

☆異学年と関わる中で、同学年との関わり方との

違いに気付き、最高学年としての意識を高める

ことができているかなど振り返りの中から判

断していく。 

 

願う子どもの姿 

・児童一人一人が下級生と関係性をもち、進んで関わっていこうとする姿。 

・下級生の顔と名前が一致し、お互いに声を掛け合い、関係を深めていこうとする姿。 

・企画立案する過程を通して、相手意識をもって先を見通した活動をすることができる姿。 

・最高学年としての自覚をもち、自分から積極的に取り組もうとする姿。 

自己調整 
 休み時間に１年生と実際に関わらせ、１年生の実態をつ

かませることで、相手意識をもった考え方ができる児童を

育成する。 

 

手立てや概念 
 １年生の教室に朝のお手伝いに行かせたり、掃除

のお手伝いに行かせたりすることで最高学年の意識

をもたせ、自覚させる。 

 

総合テーマ 

全員なかよしプロジェクト 

 クラスの総合はどうしたい？ ＊環境に関わること ＊下級生との交流 

               ＊飼育  ＊植物を育てたい 等 

   →話合いをして決定！！ 

１～５年生に気軽に話しかけてもらえる６年生になりたい！ 
目標 

（ゴールの姿） 

遊びスタンプラリーに決定！ 

場所の調整・確保 

【グループＡ】 

ルール、役割、現

地確認、せりふの

確認 

【グループＢ】 

ルール、役割、現

地確認、せりふの

確認 

 

【グループＣ】 

ルール、役割、現

地確認、せりふの

確認 

 

【グループＤ】 
始まりのしか

た、おわりのこ

とば 

実際に１年生と遊んでみよう！ 
自分たちの準備でどこまでできるかチャレンジ！ 

もっとスムーズにできないかな？ 

もう一回、１年生と遊びたい！ 

（次へつながる想いの表出） 

 

高め合う 
 実際に遊ぶ活動をすることで、新たに発見したこと

を記録し、気付かなかったことをグループで確認する。 

響き合う 
題材の設定に時間を掛け、児童の意欲をしっかり汲み、多

角的に検討する。 

響き合う 
グループご

とに検討し、

よりよいもの

を作ろうとす

る。 

自己調整 
遊びについて、調べ、試し

遊びをしながら比較、検討を

グループでする。 

手立てや概念 
振り返りの視点を「気軽に話せる関係になれたか」と

して振り返る。 

「より関わりがもてる遊び方」を模索する。 

高め合う（クラスの力） 
 活動の振り返りを通して、よりよい関係作りを１年生

や、クラスの友達と作れるようにする。 

 

高め合う(教師のねらいと意図) 
 今回の活動を通して、友達との関係を深め、一緒に企

画の立ち上げや運営をする楽しさを味わうとともに、最

高学年としての意識を高め、９月以降の活動への意欲へ

とつなげる。また、１年生だけでなく他学年とも交流を

したいという思いをもたせ、最高学年の意識を高めてい

く。（なかよし班活動につなげる意識付け） 

改善点を生かして遊ぼう！ 

（達成感・充実感） 


